
被　　服

D 129 酸

大

化

阪

漂

薫

白

英

〔(社) 日本家 政 学会

によ る 色素 の退 色 速度 にお よぽ すマ ン ガ ンポ ルフ ィン誘 導 体の 影 響

女 短 大　 〇徳 田 順 子・大 浦 律 子

＜目 的＞m 報" で は 過 酸化 系 漂白 剤の 漂白 効 果に 対 する 諸 種の 界面 活 性剤 の 影響 を調 べ る

ため に 、陰 イ オン 、陽 イ オンお よび 非 イ オン 界面 活性 剤 存在 下で の 過酸 化系 漂 白 剤に よ る

色 素の 退色 速度 につ い て検 討 を行 った 。 そこ で 、本 報で は より マ イルド な 条 件で 漂白 を 行

い 、触媒 とし て マン ガ ンポ ルフ ィン誘 導 体存 在下 での 過 酸化 水 素に よる 色 素の 退 色速 度 に

つ い て 検討し た 。

＜方 法＞ 過 酸化 系 漂白 剤に は過 酸 化水 素を 、 触媒 には マ ンガ ン ポル フ ィン 誘導 体を 、 被漂

白物 質 には オレ ンジ 皿を用 いた 。 色素 濃度1  >: 1 0 －･'≪ o I ／れ 漂白 剤濃 度0  .03・o ＼ ／Iと し 、 界面

活性 剤の 濃度 はc    m  c 付 近 の値 を用 い た。 退 色速 度は 分 光光 度計 を 用い て 、恒 温セ ル ホル

ダ ー 中で25 ℃ に 調整し な が ら 、10 分 間 の吸 光 度変 化を オレ ン ジｎ の 最大 吸 収波 長で 追 跡し

て 決 定し た 。測 定値 より 次 に示 す式 を 用い て擬 一 次速 度定 数(*...) を 算 出し た 。

I n (Co ／Ct)り ‥.t　　　 た だし 、Co :初 期 の 染 科濃 度 、Ct：ｔ分後 の染 料 濃度

＜ 結果 ＞ マイ ルド な 条件(pH7 －9）で 漂 白を 行っ た 結果 、 過酸 化 水素 のみ では ほ とん ど オレ

ン ジ
ｎ の 退色 が 見ら れな かっ た

が 、マンガ ンポ ルフ ィ ン誘 導 体存 在下 では 色 素の 退 色速 度

が 大 きく 増加し 、マン ガ ンポ ルフ ィン誘 導 体が 色素 の 退色 速 度に 影響 をお よ ぼし てい る こ

と が わかっ た 。そし て 、 その 退色 速 度は 高P   H で の 過炭 酸 ナト リウ ム によ る 漂白(pHlO.6)

よ り も上昇 す るこ と が認め ら れた 。また 、マン ガ ンポ ルフ ィン 誘導 体の 軸 配位 子と して 考 え

ら れる イミ ダゾ ー ルやピ リ ジン を 添 加す ると さ らに 退色 速 度が 増 加す るこ と が わかっ た 。

1 ) 徳 田 順 子 、大 浦律 子 、南後 守： 繊維製 品 消費 科 学会 平 成３年 度 大 会要 旨 、74(1991 ）

D 130 製 糸 方 法 が 絹 の 染 色 性並 び に 黄 褐 変 に 及 ぼ す 影 響
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目 的 ： 絹 の 染 色 加工 に お け る 筋 斑や 被 服 管 理 に お け る 黄 褐変 な ど の 問 題 は 従 来 から 各 種

の 検 討 が 加 え ら れ て い る が 、 い ず れ も 未 だ解 決 さ れ る に 至 っ て い な い 。 演 者 ら は此 迄 に 絹

の 酸 性 染 料 に よ る 染 色 性 が 養 蚕 か ら 精 練 迄 の 各 工 程 に お け る 微 少 な 差 異 によ っ て影 響 を受

け る こ と や 、 古 代 白絹 と の 関 連 に お け る 黄 褐変 防 止 な ど に つ い て 検 討 し て き た。 本 報 に お

い て は 、 そ れ ら の 一 環 とし て 養 蚕 か ら 染 色 仕 上 げ 迄 を 同 じ 条 件 で 行 な い 、 繭 から の 製 糸 条

件 の み を 変 え る こ と に よ る 染 色 性 並 び に 黄 褐変 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討し た 結 果 を 報告 する 。

方 法 ： ［ 供 試 繊 維 ］ 同 じ 条 件 で 養 蚕 を 行 な っ て 得 ら れ た 繭 を ① 生 繭 の ま ま、 ②&o ℃ で １

時 間 乾 燥 後 、 ③80 ℃ で ８ 時 間 乾燥 後（ 通 常 の 乾 繭 条 件 ） 、 そ れ ぞ れ 解 舒 し て 得 ら れ た 生 糸

と そ れ ら の 精 練 糸 。[ 染 色性 の検 討 ］ 酸 性 染 料 の 等£ 吸 着 平 衡 を50 ～lO ℃ で 測 定 す る こ と

に よ っ て 行 なっ た 。［ 吸 着 処 理と 黄 褐変 防 止 効 果 の 測定 ］ 前 報1  )と 同 様 に マ グ ネ シ ウ ム 、

カ ル シ ウ ム 、 アル ミ ニ ウ ム の クェ ン 酸 塩 及び カ オリ ナ イト を そ れ ぞ れ 吸 着 さ せ 、 島 津 サ ッ

テ ス タ-  XF-180 型 に よ る 曝 露 試 験 を 行な っ て 黄 褐変 防 止 効 果 を 比 較 し た 。

結 果 ： 酸 性染 料C.  I.Acid Orange 20 の 飽 和 吸 着 量は 上 記 ① の 生 繭 か ら 製 糸し た 絹 糸 の 方

が 、 ② 及 び ③ の乾 繭 か ら 製 糸 し た 絹 糸 よ り 大 き な 値 を 示 し 、 繭 の 加 熟 が 絹繊 維 の非 晶 領 城

に 大 き な 影 響 を 及ぼ し て い る こ と を 知 っ た 。 次 に 、 精 練 に つ い ても ア ルカ リ に よる 他 、 砧

打 ち に よ る も のも 作 成し た が 、 黄 褐変 防 止 に は 後 者 の 方 が 有 効 で あ り 、 ま た 、 ① の 生 繭 及

び ② の１ 時 間 乾 燥 によ るも の が ほ ぼ 同 じ よ う な 結 果 を 与 え 、 い ず れ も ③ の乾 繭 の場 合 よ り

良 好 な 結 果 を 与 え る よ う であ っ た 。1 ） 木 村 他； 日 本 家 政 学 会 第43 回 大 会要 旨 集(1991)
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